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編 集 後 記

　仙台市立病院医学雑誌第 45巻をお届けいたします．本巻では原著 3編，症例報告 5編，
コメディカルレポート 1編の計 9編を収載し，昨年と比較するとやや少なめではありますが，
ほぼ例年並みのボリュームとなりました．近年，論文を上梓するにはアイデアやテクニック
ばかりではなく，倫理委員会での審査や利益相反の申告など，クリアしなければならない物
事が随分と増え，執筆意欲も萎えてしまいがちです．今回お届けする論文はいずれも，その
ような壁をゆうゆうと越えてきたレベルの高い力作ぞろいとなったように思います．本誌を
刊行できる環境を提供していただいた皆様に感謝いたしますとともに，学術活動をたゆまず
続けておられる先生方にあらためて敬意を表したいと存じます．
　私事で恐縮ですが，ここ数年つづけて，学会等から学術関連の表彰を受けるようになりま
した．表彰されることを目的に論文を書いているわけではありませんが，日々研鑽し，研究
を重ね，苦闘しながら論文を書き上げ上梓する．そして，少し時間が経って，忘れたころに
表彰される．このことは，大変うれしく自らに自信と高揚感を与え，そして次のモチベーショ
ンへとつながっていきます．そんなこともあり，今年度から掲載論文の中から優秀論文に賞
を選出・表彰することにしました．今年度は，千葉優也先生の「学校検尿で尿糖強陽性のた
め至急対応として受診し，病状が大きく異なった 2型糖尿病の 2例」，谷口毅樹先生の「不
完全型 Fanconi症候群と半月体形成を伴いリツキシマブが奏功した一次性膜性腎症の 1例」，
相澤雄人先生の「当院における脂肪乳剤の使用実態調査と適正使用促進に向けた取り組み」
の 3編が選ばれました．受賞された先生方の益々のご発展と今後のご活躍を心より祈念いた
します．
　自分の経験や研究で得た知見を論文という形にして残す．誰かを救うために．いつか誰か
の何かの役に立つために．
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